
古代における青銅器及び鉄器の原料の獲得について

メモ）鉄本  2022.07.28

青銅器、鉄器が日本に渡来した時期は、紀元前３世紀頃と言われています。銅鐸・銅剣等の主原料である青銅、甲

冑・鉄剣等の主原料である鉄を古代人がどこから獲得していたのか、解説ガイドの際によくある質問の１つです。

Ⅰ. 青銅器の産地の特定

  （１） 鉛同位体比の分析

  青銅は銅・錫の合金であるが、古代の精錬技術の限界から「不純物としての鉛」が残る。鉛の同位体比を分

析することにより青銅器の産地を推定することができる。東アジア地域における鉛同位体比の分布は下のよう

な概念図で示されている。（後には、銅に鉛を加えると流動性が良くなり、鋳造し易くなることが見いだされ、鉛

を加える合金が発明される。）

A＝中国華北産の鉛

   前漢鏡が占める。弥生時代の国産青銅器の多くがこのゾーンに入る。

    B＝中国華南産の鉛

      後漢・三国時代の舶載鏡が占める。 古墳出土の青銅鏡の大多数はこのゾーンに入る。

    C＝日本産の鉛

      飛鳥時代以降の遺物のみに見られる。

   D＝朝鮮半島産の鉛

      朝鮮系遺物（多鈕細文鏡、細形

銅剣など）。弥生時代の国産青銅

器の初期のものが入る。

     【参考】 鉛の同位体（ｱｲｿﾄｰﾌﾟ）

      安定同位体として、204Pb 206Pb

207Pb 208Pb の４種類がある。

  （２） 荒神谷遺跡出土銅剣の鉛同位体比図

    島根県出雲市の荒神谷遺跡出土の３５８本の

銅剣を分析。

A26 号銅剣は例外的に朝鮮半島産であるが、

    これ以外の全ての鉛は中国華北産である

    ことが判明した。（右図）

        因みに、同遺跡から出土した銅矛１６本は、

朝鮮半島の鉛と華北の鉛に分れることが判明。

       同位体比の分析から銅剣の製造は、一本毎に

用意された湯（熔融した金属）を鋳型に流し

込み、鋳造されると一本ずつ埋納場所に並べていたことが判明した。原料は中国華北から持ってきたもので、

原料が少なくなると既存の青銅器スクラップや鋳造時の残り屑を混ぜた湯を使っていたことも明らかになった。

（３） 弥生時代と古墳時代の仿製鏡の比較



    両者にははっきりとして違いが出ている。（右図）

    弥生時代のものは、前漢鏡と同じ領域にあり、

       中国華北産であることを示している。

古墳時代のものは、後漢・三国鏡と同一の分布

であり中国華南産である。

（４） 中国の鉛鉱山

    前漢時代（２０２b.c.～８a.d.） 長安近くの複数の

       鉱山が利用されたが、漢代中期には中国南部の

開発が進み、後漢時代（２５a.d.～２２０a.d.）・三国時代（２２０～２８０）には、中国南部の鉛が使われた。

  （５） 銅鐸の青銅産地

    初期の銅鐸； 錫＝１０％以上 鉛＝７％程度  朝鮮半島由来のもの。

    中期の銅鐸； 錫＝５％程度  鉛＝７％程度 朝鮮半島の青銅は姿を消し、中国華北由来のものとなる。

    後期の銅鐸； 錫＝５％程度  鉛＝４％程度  銅鐸の型式に拘わらず、前漢鏡の鉛同位体比に一致。

      ← 上記の産地の動きには、朝鮮が中国の支配下（前漢武帝の朝鮮出兵）に入った政治的動きが

反映されていると推測される。

Ⅱ. 鉄の入手 ～交易と技術～

  製鉄の工程は、大まかには次のようになる。

  鉄鉱石の採掘 ⇒ 精錬（鋳鉄、錬鉄）  ⇒   鍛冶/鋳造   ⇒   製品

        古墳時代後期 「製鉄の時代」         弥生時代中期～古墳時代中期 「鍛冶の時代」

(1) 「鍛冶の時代」

    ① 弥生時代中期～後期  原始鍛冶 （加熱→叩く→研石で成形）  鉄斧、鉄鏃など

        列島における初現は、紀元前４C 頃の石崎曲り田遺跡（福岡県）出土の板状鉄斧、及び、紀元前３C

頃の斎藤山遺跡（玉名市）出土の鉄斧の刃部。← 素材は中国・燕の可鍛鋳鉄と推定される。

    ② 古墳時代中期まで  本格鍛冶 （専用羽口、鍛冶炉、鍛冶用工具）  直刀、甲冑などの量産

                    → 南郷遺跡、大県遺跡、森遺跡など

  （２） 「製鉄の時代」

    日本国内における製鉄（鉄鉱石からの製鉄）は６世紀後半から開始。

   ① 鉄原料が鉄鉱石の時代（６世紀半ば～） 原料＝磁鉄鉱  製鉄設備＝箱形炉、製鉄用木炭窯

           ・初現期の遺跡； 千引カナクロ谷遺跡（岡山県総社市 ６C 後半）など

    ② 鉄原料が砂鉄の時代（６世紀後期～）  原料＝砂鉄  製鉄設備＝箱形炉 or 竪型炉

           ・大蔵（おおぞう）池南遺跡（岡山県津山市 ６C 後半～７C）

           ・遠所（えんじょ）遺跡（京都府京丹後市 ６C 後半～奈良時代後半）

＝原料は塩基性（赤目）砂鉄  箱形炉８基、鍛冶炉１２基

               ＝「古代の製鉄コンビナート」と言われている。（原料から製品までの一貫生産）

    ③「たたら製鉄法」； 砂鉄を原料に木炭と共に比較的低い温度で加熱し、半熔融状態で還元し塊錬鉄を作



る日本古来の製鉄法。加熱温度が低いため炭素浸透量は少なく強靭な玉鋼ができる。

  ＜参考＞ 古代の製錬炉イメージ 「箱形炉」と「竪型炉」

     西日本では殆どが「箱形炉」であるのに対して、関東以東では「竪型炉」が多くなる。

  

  （３） 鉄素材の渡来

    日本国内で製鉄技術が確立するまでは、鉄素材は斧状鉄板や鉄鋌の形で弁韓や伽耶から交易によって

        得ていた。交易は、倭人からの米との交換で行われた。

    ①斧状鉄板の生産と流通； 紀元前１C 頃から４C 中頃まで見られ、３C を中心に三韓地域に分布し、

農具としての利用のほか、鉄素材としても利用された。４C 中頃以降は鉄鋌に代る。

       ・国内の出土場所； 中四国では、西願寺山墳墓群（広島市）、備前車塚古墳（岡山市）など

             近畿では、亀井遺跡（大阪市平野区・八尾市）、古曽部・芝谷遺跡（高槻市）など

    ②鉄鋌の生産と流通； 鉄鋌は４C 中葉頃、百済、新羅、伽耶の地域に出現。初期の鉄鋌の形状は

       バチ形で斧状鉄板に類似し、その後、鉄鋌の形態に変化する。６C 中葉以降は見られなくなる。

       ・日本列島での初現時期は、５C 初の行者塚古墳（兵庫）の大型鉄鋌４０枚（最長３０ｃｍ）など。

        同古墳の鉄鋌など５C 前半の鉄鋌は、金海を中心とした伽耶諸国からの流入と考えられる。

（４）製鉄遺跡一覧（一部）

鉄鋌の分布                

出典：加古川市文化財調査報告書１５



        全国で３５９箇所の製鉄遺跡と１０８４基の製鉄炉が発見されている。（古墳時代後期～平安時代前半）

＜記号説明＞ 原料：A=鉄鉱石 A1=磁鉄鉱 B=砂鉄 B1=塩基性（赤目）砂鉄

                 製鉄設備：A=精錬炉 A1=箱形 A2=竪型    B=鍛冶炉 B1=鍛錬炉 B2=精錬炉
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